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鹿児島県薩摩半島西岸から得られた九州初記録のヤセハリセンボン

久保田雄斗 1・伊東正英 2・本村浩之 3

A single specimen (197.1 mm standard length) of the Pelag-
ic Porcupinefish, Diodon eydouxii (Diodontidae), distributed 
worldwide from tropical to temperate zones, was collected from 
the coast of Kasasa, western Satsuma Peninsula, Kagoshima 
mainland, Kyushu, Japan. In Japanese waters, the species has 
previously been recorded only from Hakodate (southern Hok-
kaido), Mutsu (northern Aomori), Kashiwazaki (central-west of 
Niigata), Nanao (eastern Ishikawa), Kashimanada Sea (eastern 
Ibaraki), Kamogawa (southern Chiba), Tateyama (southern 
Chiba), Sagami Bay (southern Kanagawa), Susami Port (south-
ern Wakayama), Yaku-shima island (Osumi Islands), and Oki-
nawa-jima island (Okinawa Islands). Therefore, the presently 
reported specimen from Kasasa represents the first record of D. 
eydouxii from Kyushu.
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 Abstract

ハリセンボン科ハリセンボン属魚類（Diodontidae: Diodon 

Linnaeus, 1758）は，世界中の熱帯から温帯の海域を中心

に分布しており（Leis, 2006；松浦，2017），日本近海か

らはこれまでにヤセハリセンボン Diodon eydouxii Brisout 

de Barneville, 1846，ハリセンボン D. holocanthus Linnaeus, 

1758，ネズミフグ D. hystrix Linnaeus, 1758，ヒトヅラハリセ

ンボン D. liturosus Shaw, 1804の 4種が記録されている（Leis, 

2006；藍沢・土居内，2013；松浦，2017；本村，2026）．こ

のうち，ヤセハリセンボンは，国内においてこれまで，北

海道南部から石川県にかけての日本海沿岸と和歌山県にか

けての太平洋沿岸，屋久島，および沖縄島から散発的に

記録されていた（松浦・吉野，1984；本間，1995；舟橋，

1998; Motomura and Harazaki, 2017；井黒・今村，2023；工藤

ほか，2022；本田ほか，2024）．

2026年 3月に鹿児島県の薩摩半島西岸（南さつま市笠沙

町沖）から 1個体のヤセハリセンボンが得られた．薩摩半

島から得られた標本はヤセハリセンボンの九州からの初め

ての記録となるため，ここに報告する．

材料と方法
標本の計数・計測は Leis (1978)と Leis and Randall (1982)

にしたがった．頭頂棘列は Leis and Randall (1982)にした

がい，前頭棘から鰓孔上方に位置する棘までの連続する横

列棘数を計数し，眼窩上棘とそれに並ぶ縦列棘は含めな

かった．体表の棘は解剖ばさみを用いて慎重に切り離して

計測した．これに加え，釣り具の強化チューブを細かく刻

み，各棘に個別に刺した後，回収して計数することにより

総棘数を算出した．標準体長（standard length）は体長ま

たは SLと表記した．計測はデジタルノギスを用いて 0.01 

mm単位まで行い，小数第 2位を四捨五入した．計測値は

体長に対する百分率で示した．標本の作製，登録，撮影，

および固定方法は本村（2009）に準拠した．生鮮時の体色

の記載は，固定前に撮影されたカラー写真（Fig. 1）に基

づく．本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物館

に保管されており，上記の生鮮時の写真は同館のデータ

ベースに登録されている．本研究で用いた研究機関略号は，

KAUM（鹿児島大学総合研究博物館）である．

Diodon eydouxii Brisout de Barneville, 1846

ヤセハリセンボン
（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 223326，体長 197.1 mm，鹿児島県南

さつま市笠沙町片浦崎ノ山東側，31°25′44″N, 130°11′49″E，

水深 27 m，定置網，2026年 3月 17日，伊東正英採集．
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記載　計数形質：背鰭条数 16；臀鰭条数 16；胸鰭条数

19；尾鰭条数 9；頭頂棘列数 2, 4, 5, 3；背鰭前棘数 15；臀

鰭前棘数 13；胸鰭間背面棘数 9；総棘数 386．体各部測

定値の標準体長に対する割合（%）：頭長 32.9；肛門前長

60.0；背鰭前長 71.8；尾柄長 23.8；尾柄高 8.5；眼径 7.9；

頭幅 24.4；体幅 27.3；両眼間隔 19.3；口 –鼻孔間長 4.1；

鰓孔高 7.1；口幅 10.3；背鰭最長鰭条長 21.7；胸鰭最長鰭

条長 18.5；尾鰭最長鰭条長 27.6；背面最長棘長 10.4；前額

部棘長 9.2；腹面最長棘長 7.8.

体は前後に向かって長い楕円形を呈し，尾柄に向かっ

て細くなる．体背縁の輪郭は吻端から眼窩前端直上までは

直線状をなして大きく上昇し，そこから背鰭基底後端まで

は上方向に緩やかに膨らんだ弧状で，背鰭基底後端から尾

柄部後端にかけて緩やかに下降する．体腹縁の輪郭は下顎

先端から臀鰭基底後端までは下方向に緩やかに膨らんだ弧

状で，臀鰭基底後端から尾柄部後端にかけて緩やかに上昇

する．

体は全体が可動性のある棘に覆われ，これらの基部は 2

叉する．尾柄部はやや側扁し，背面に棘がある．眼は正円

形をなす．鼻孔は 2対で，吻部側方に位置する．上顎先端

は下顎先端のやや前方に位置し，両顎ともに強大な歯板が

1枚ずつある．鰓孔は裂孔状で，胸鰭基部直前に位置する．

背鰭および臀鰭は体後方に位置する．背鰭は 1基で，背鰭

起部は臀鰭起部直上よりわずかに前方，背鰭基底後端は臀

鰭基底後端直上よりわずかに前方に位置する．背鰭と臀鰭

はともに先端がとがり，やや鎌状を呈する．胸鰭は大きく，

扇状をなす．腹鰭は存在しない．尾鰭は後縁が円みを帯び

た円型をなす．すべての鰭において，棘条は存在しない．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）―体の背面側は濃紺色で，

眼径より小さい黒色斑が多数分布する．腹面側は白色で，

黒色斑はわずかに分布するのみである．各鰭はいずれも茶

色だが，臀鰭は基底から中央部まで白い．背鰭および尾鰭

には黒色斑が分布する．虹彩は黒色だが，前縁が白い．瞳

孔は黒色である．

分布　本種は国内からはこれまでに北海道函館市，青
森県むつ市，新潟県柏崎市，石川県七尾市，鹿島灘，相模湾，

千葉県鴨川市，千葉県館山市，和歌山県周参見港，屋久島，

および沖縄島から記録されており（松浦・吉野，1984；

林・長谷川，1988；市川ほか，1992；本間，1995；舟橋，

1998; Senou et al., 2006; Motomura et al., 2010; Motomura and 

Fig. 1. Fresh specimen of Diodon eydouxii (KAUM–I. 223326, 197.1 mm SL) from the western Satsuma Peninsula, Kagoshima main-
land, Japan. A: lateral view; B: dorsal view.
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Harazaki, 2017；井黒・今村，2023；工藤ほか，2022；本

田ほか，2024），本研究により新たに鹿児島県の薩摩半島

西岸（南さつま市）からも確認された．

備考　本報告で記載した標本は，体全体が可動性のあ
る棘に覆われ，これらの基部が 2叉すること，両顎に強大

な歯板が 1枚ずつあること，および腹鰭を欠くことからハ

リセンボン属 Diodonの特徴（Leis, 2001；松浦，2017）に

一致した．さらに，背鰭と臀鰭の鰭条数がともに 16であ

ること，胸鰭条数が 19であること，臀鰭前棘数が 13であ

ること，尾柄部背面に棘があること，背鰭と臀鰭は先端が

とがり，やや鎌状を呈すること，体の背面側が濃紺色で，

眼径を超える大きな黒色斑がないこと，および背鰭および

尾鰭に黒色斑が分布することが Leis (2001)，藍沢・土居内

（2013），および松浦（2017）の示したヤセハリセンボン

Diodon eydouxiiの特徴によく一致したため，本種に同定さ

れた．

なお，ヤセハリセンボンの総棘数に関する記録はこれ

までなかったが，本研究で笠沙町産標本の総棘数を計数し

たところ，386であった．同属他種と比較すると，ハリセ

ンボンは 257–354，ヒトヅラハリセンボンは 248–542であ

り（本村萌夏氏，私信；松浦，2017），ヤセハリセンボン

の棘数はヒトヅラハリセンボンの変異幅に含まれ，ハリセ

ンボンを上回った．個体数を増やして棘数の比較を行うこ

とによって，種ごとの傾向的な相違が明らかになる可能性

がある．

本種の日本国内における記録については，分布の項

にて述べたとおり，本研究で得られた標本（KAUM–I. 

223326）は、九州からのヤセハリセンボンの初記録となる．

なお，本種の屋久島からの記録は目視（市川ほか，1992）

によるものであるため（Motomura et al., 2010; Motomura 

and Harazaki, 2017），本報告は本種の標本に基づく鹿児島

県からの初めての記録でもある．
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